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1. 将来のフレーム、負荷量の設定

第 3期計画（目標年次：令和 6年度）の水質目標を定めるにあたり、各発生源からの負荷

量の原単位、各施策のフレーム（目標）を設定し、令和 6年度までに施策を進めた際に八郎

湖に流入する負荷量を算出した。

1.1 原単位
流域に存在する各発生源からの COD、T-N、T-P負荷量の原単位を下表のとおり設定した。

表 1.2 第 3期計画の原単位一覧
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1.2 フレーム
各発生源（点発生源及び面発生源）への対策、湖内浄化対策の各施策のフレーム（令和 6

年度の目標）を設定した。

表 1.1 現況と将来フレーム



3

1.3 負荷量
前述の原単位やフレームから、令和 6年度に各発生源から排出され、八郎湖に流入する負

荷量を算出した。

表 1.3 負荷量変化

図 1.1 負荷量変化（H24,H30,R6）
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2. 将来の水質予測計算

水質の予測は、八郎湖の実態を反映し、水や負荷の収支解析を組み込み、さらに湖水の流

動解析も含めた専用の水質予測モデルを構築し、前項で計算した将来負荷量等を用いること

で可能な限り詳細に水質等を計算した。

2.1 水質予測モデルの概要
水質予測モデルは、流域で降雨等に伴って発生する流量、負荷量を解析する流域水物質循

環モデルと、その解析結果（河川流量、負荷量）をインプットして湖内の流動と水質を解

析する湖内水質予測モデルで構築した。

図 2.1 水質予測モデルの全体像
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2.2 計算結果
水質予測モデルに、計算した将来負荷量と第 2期計画期間（H25～30）の各年度の気象、取

水条件を入力し、6パターンの令和 6年度水質を予測した。

表 2.1 令和 6年度の水質予測値
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3. 水質目標値の検討

3.1 水質目標値の検討
水質目標は、第 2期計画策定時と同様に単年度の特異的な気象等の影響を排除するため、

前項で求めた 6パターンの令和 6年度の水質予測値のうち、最大値と最小値を除いた４カ

年の値を平均して算出した。

表 3.1 令和 6年度水質予測値の平均値

表 3.2 第 3期計画の目標値と現況値



7

（参考）各計画の目標値

※基準年とは、気象や水量の条件を用いた年を示す。

表 3.3 各計画の水質目標値

図 3.1 各計画期間の水質と目標値


